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豚肺虫の感染に関する実験的研究
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大阪府立大学農学部家畜内科学教室（主任野田亮二教授）

(昭和４５年３月２３日受領）

第２章ミミズに対する子虫の感染性の季節的変化第１章緒言

家畜に寄生する肺虫には多数の種があるが，豚の

Ｍｒａｓかo"gyh`SaPr/(Gmelin，1790）（和名：豚肺虫)，

Ｍ：ｓα/"ziGedoelstl923および凡ｆハイＣＪＣ"CJC/ｃｃ///ｓ

(Wostokow，1905)，牛のＤ/c/yoalwZz`ｓＴ'iu/Pαγ"Ｓ

(Bloch，1782）（和名：牛肺虫)，羊，山羊のＤ/ctyo‐

Ｃａｍ｛sガルノプα（Rudolphi，1809）（和名：糸状肺虫)，

ＭＭＪｅﾉｰﾉ"ｓ〃!/""r/３s/""`ｓ（Megnin，1878)，Ｐ,わなｒ‐

７℃"gy血ｓｒｌ`んs“"ｓ（Leuckart，1865）（和名：赤色肺

虫)，馬のＤ/cZ:ｙｏａＭ"ｓα'”し/iieMr（Cobbold，1884）

(和名：馬肺虫）が主要なものとされている．

これらの肺虫は，いずれも世界各地の家畜に浸淫して

大きな損害を与えているが，とりわけ豚のＭｚａｗｏ"‐

gyI〔(ＳａＰγ/，牛のＤ/CtyocaZ(Ｊａｓｒ,/Ｔｉｐα'7(Ｓならびに羊

のＤ/CO,oα"(/"ｓﾉﾌﾞﾙﾉﾌﾞαはその浸淫の程度ならびにそ

の患害の点から世界的に大きな問題になっている．

本邦においては羊の飼養頭数が少いため，Ｄﾉﾋﾞtyo‐

αＭ"s万Zar/αはさほど大きな問題となるに至っていな

いが，牛のＤ/C/ｙｏａＭ,応Z,i71jPa,．"Ｓは牧野造成の進展

に伴って放牧子牛の－大障害となりつつあり，また豚の

Ｍ/ａｓかo"gyJ((ｓα'ﾉﾌﾞは古くからその高い浸淫度のた

め，養豚家の一大問題となっている．

これらの肺虫の予防・治療法については古くから幾多

の努力が傾げられては来たものの，未だ，充分な方策が

確立されるに至っていない．このことは直接予防，治療

法に寄与する研究の不足によることはもちろんであろう

が，これらの予防・治療法確立の基礎となる生物学的知

見の不足による点が多々あるものと,思われる．

著者は本邦におけるこれら肺虫の予防・治療法の確立

を最終目的として，まず，浸淫度の最も高い豚のＭｅ－

/ａｓかo"gy/'(Ｓ`Ｗ/を取り上げ，その感染に関する諸事

項を検討し，いくらかの知見を得たので報告する．

１．緒言

Hobmaier＆Hobmaier（1929）は豚肺虫の中間宿主

がミミズＬ,,ﾉ"Ｍ`wszLeγｒｅｓｔ,ﾌﾟｓであることを初めて発

見し，その後Schuckmann＆Zunker（1930)，Sch

wartz＆Alicata（1930,1934)，板垣ら（1933)，Skr‐

jabin＆Schulz（1936)，Ｄｕｎｎら（1955)，Dayton

(1957)，Sivickis“α/、（1958)，Refuerzo＆Reyes

(1959)，Breza（1959)，Tiunov＆Ustinov（1963）お

よびUstinoveraZ(1963）によりＬ【""け/CWS’7(〃んｓ

および〃F,でrﾉﾉ"αＣＯ"z"z【〃ＪＭ'zαなど９属25種のミミ

ズが中間宿主となりうることが報告されている．また，

ミミズ体内での子虫の発育については，Hobmaier＆

Hobmaier(1929)，板垣ら(1933)，Schwartz＆A1icata

(1934）およびSkrjabin＆Schulz(1936)，吉村(1955）

およびHoll6（1963,1964a，ｂ）などによって報告され

た．さらにミミズの飼育方法および含子虫卵のミミズへ

の感染法および寄生部位についてはDunn(1954,1955）

および佐野（1961）らの報告がみられる．

これらはいずれも豚肺虫感染子虫を含むミミズを豚が

捕食することによって豚への感染が始まるとした．最近

上野ら（1963）は感染子虫の寄生したミミズの捕食によ

る経口感染のほかにミミズ体外に排泄された子虫による

経口感染も起りうることを指摘した．

Ⅱ材料および方法

１．実験動物：本学のきゅう肥場にて採取した〃e‐

ﾉｰα""αＣＯ'"""("/ssﾉﾉ"ａ（フツウミミズ)，Ｐ・で///`Jra（ヒ

トツモンミミズ）およびＥ/se'１iα/iocr/`ａ（シマミミズ）

についてあらかじめ予備的感染試験を行ない，中間宿主

となりうることを確認したが，このうち越年性で抵抗力

も強く，飼育の容易なシマミミズ（以下ミミズと略す）

を実験に用いることにした．採取したミミズはあらかじ

めその一部を解剖して，豚肺虫に感染していないことを

（９）
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確認した．

２．飼育：縦28ｃｍ,横21ｃｍ，深さ23ｃｍの硝子鉢を

用い，目の細かい金網の蓋をして空気の流通をよくし

た．飼育鉢の中にミミズが住んでいた場所の士を入れ，

１００℃で３時間蒸気滅菌を行なったのちビート・パル

プ，茶がらを入れてよく攪伴し，一番上にわらを敷き，

適当な湿気を与えたのち外気に面した屋内に置いた．

３．投与および投与時期：２，４，５，８，１０，１２

月の初旬に，と畜場にて採取した豚肺虫を乳鉢に入れ，

生理食塩水を加え軽くすりつぶして虫卵液を作製した．

前述した滅菌士を小量入れた直径15ｃｍ，深さ16ｃｍの

硝子鉢にミミズを入れ，この中に上記の虫卵液を均等に

振りかけた．１２時間後ミミズを硝子鉢より取り出し，水

洗したのち上記の飼育鉢に入れて飼育した．

４．剖検：ミミズは虫卵液の投与後４，５，６，７，

９，１０，１５，２０，２５，３０，３５，４０，４５，５０，６０，７０，８０，

９０，１００，１２０，１４０，160,180,200,230,260,290,

320，350,380日の計31回にわたり，１回５匹ずつアル

コールで麻酔を行なったのち剖検した．食道，そのう，

砂のう，心臓，血管，腸管上部および下部に分けて，各

･組織を２枚のスライド・グラスで圧平し，解剖顕微鏡下

で感染子虫数を算定した．

ＩⅡ成績

Ｌミミズ体内からの検出子虫数

おのおのの検査日に，感染ミミズから検出された被包

子虫数を第１図に示した．

４月に投与した場合の検出数は３～13隻（平均2.2隻）

と非常に少なかった．５月のそれは31～178隻（平均

122.6隻)，８月のそれは31～251隻（平均146隻)，１０月

のそれは５～178隻（平均64.5隻）であった．

すなわち，８月に投与した場合の検出虫体数が最も多

く，次いで５月，１０月および４月の順で，２月および１２

月に子虫を投与した場合はまったく検出されなかった．

以上のように虫卯液を投与したミミズからの検出子虫

（隻）

第１表ミミズ体内子虫数および寄生部位

感染月別

平均寄生子虫数

食道壁(９６）

そのう壁(96）

砂のう壁(96）

心臓(ｿ6）

血管(96）

腸管壁上部(96）

〃下部(96）

４月５月 ８月

146.7

１０月

6４．５

２．９

１４．０

６２．０

２．１

１．２

１７．８

２．２
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６５．６

１．０

０．５

１２．４

６
７
３
３
８
９
０

●
●
●
●
●
●
●

２
６
０
２
０
０
９

２
１
７

１
５．８

１３．５

５９．３

１．６

０．８

１９．５

０．１

２月と１２月は寄生を認めなかった

数は投与時期によって大きな差がみられた．すなわち，

気温の高い夏期では感染が容易であって検出虫体数も多

く，これに反して冬期では感染はまったく認められなか

った．

２．ミミズ体内における子虫の寄生部位

ミミズに子虫液を投与後，日を追って子虫のミミズ体

内寄生部位を検索した結果，そのう直後すなわち第８～

10体節より第12体節までの食道壁に多く見いだされ，特

に砂のう壁には濃厚に感染していた．総検出虫体数に対

する各部位の検出率は第１表に示した．すなわち，砂の

う壁が最も高く平均64.8％，次いで腸管壁上部14.7％，

そのう壁13.1％，食道壁5.9％，心臓1.4％および血管

0.7％の順であった．

１Ｖ考察

ミミズへの感染はSchwartz＆A1icata（1930)，板垣

ら(1933)，Ｄｕｎｎ（1955）および佐野ら（1961）と同議

な方法で行ったが，その感染率はほぼ100％に近く，か

れらの報告と一致した．また，ミミズが豚肺虫卵を捕食

し，感染する程度については板垣ら（1933)およびScll‐

wartz＆Alicata（1934）の所見と同様に外気温に支配

される．すなわち，気温の高い夏期は感染率も高く，冬

期気温の低い時にはほとんど感染を見ないが，冬期にお

いても18°Ｃ内外の'恒温器中にて飼育したミミズでは夏
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第１図ミミズ体内子虫数
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に感染子虫100隻を含むように調製した．この液１ｍlに

ついてペニシリン100単位およびストレプトマイシン200

ガンマーを添加し，胃ゾンデを付けたツベルクリン注射

器で0.4,1（400隻）を経口投与した．

３．子虫の計測：ミミズより得た感染子虫100隻に

ついて全長，体幅，頭端より神経環，腸管起始部および

生殖原基までの距離ならびに尾長の計測を行なった．ま

た，感染マウスより得た検出虫体についてもミミズより

得た子虫と同様の計測を行ない，体長に対する計測値の

百分率を算出した．

４．剖検：マウスは40匹を４匹ずつ10群に分け，投

与後24時間目，４８時間目，３，５，７，１０，１５，２０，３０

および40日目にエーテル麻酔を行なった後，放血致死さ

せた．剖検時病理学的変化の有無を調べた．虫体の検査

材料として，マウスの血液，心臓，肺臓，気管，食道，

冑とその内容，腸とその内容，腸間膜リンパ節，肝臓，

横隔膜，胸腔リンパ節，脾臓，腎臓,脳,生殖器,背長筋

および股筋の，計19部位を採集し，それぞれの材料を５０

ｍｌ容量のビーカーに入れ，眼科剪刀で，できるだけ細

片にした．それにＰＨ１の１％ペプシン液を適宜加え，

ホモゲナイザーで約20秒間処理し，十分に均質としたも

のを，３７°Ｃの孵卵器内に収めた．このようにして，２

～５時間消化させ，その一部分ずつを0.5ｍｍ角の目盛

を切ったガラス容器に入れ，31.5倍の解剖顕微鏡で，虫

体を検索した．各臓器のペプシン消化液から得た虫体は

スライド・グラスの中央において，軽く火焔固定を施し

てから，カバーグラスをおおい，投与前と同一部位につ

いて計測し，各部位の投与前の値を100として，その増

減率を算出した．

ＩⅡ成績

１．投与前の感染子虫の計測値

感染ミミズから得た虫体各部の計測値は第２表に示し

た．

すなわち，その平均値は全長540u,体幅29.6"，また，

頭端より神経環，腸管起始部および生殖原基までの距離

はそれぞれ89.5"，148.9’および298.5βで，尾長は42/（

であった．（写真Ｉの１．２）

２．マウス体内における移行態度

感染子虫接種後おのおのの検査日に検出された虫体数

は第３表に示した．

検出虫体は一般に接種後24時間目においては腸と胃お

よびその内容に多く，また，腸間膜リンパ節に少数では

あるが検出された．４８時間目では冑および腸よりも腸間

期室温飼育のそれと同様に多数寄生した．これは，ミ

ミズに適した温度が７～23°Ｃ程度であることから考え

て，冬期気温が７°Ｃ以下になるとミミズの活動がまっ

たく止叺採食しないことによるものと考えられる．

ミミズ体内での寄生部位についても板垣ら（1933)，

Schwartz＆Alicata(1934)，Skrjabin＆Schulz(1936）

およびＤｕｎｎ（1955）などによって報告され，ミミズの

種類によっていく分異なるようである．すなわち，板垣

ら（1933)はＰ/ｌｅｊＴｒ/"lα属では砂のう壁および心臓が好

寄生部位であるが，AZoJZo6”ACγα属ではむしろそのう

壁および心臓が好寄生部位であるとし，Schwartzc／αZ．

(1934)およびDunn(1954a，ｂ）ｅｔａＬはＥ/s〔w/α属で

はそのう壁および心臓が好寄生部位であると報告した．

今回の所見においても同様消化管壁上部，特に砂のう壁

およびそのう壁に多く，次いで食道壁，心臓および血管

に多く，腸管壁下部に寄生する例は非常に稀であった．

Ｖ、小括

１．ミミズが豚肺虫子虫に感染する程度は８月が最も

高く，次いで５月および10月であり，２月および12月に

は全く感染がおこらず，外気温に大きく支配される．

２．寄生部位は砂のう壁，そのう壁，食道壁および腸

管壁上部を含む消化管壁上部および心臓，血管であっ

た．

第３章豚肺虫のマウスへの感染試験

Ｌ緒言

豚以外の実験動物に豚肺虫を感染させた試みはSchu‐

ckmann＆Zunker（1930)，Alicata（1933)，板垣ら

(1933)，Ｄｕｎｎ（1954,1957)，谷口ら（1957,1958)，

および玉崎（1962a,ｂ）などによってモルモット，ラッ

ト，犬および山羊で行われている．しかし豚肺虫をマウ

スに感染させた実験は未だ報告されていない．

著者はマウスを用い，組織消化法によって感染の成否

および体内移行径路を検討した．

Ⅱ材料および方法

Ｌ実験動物：マウスは２～３週齢，体重５～109

のｂｃ系幼若マウス40匹（雌雄各20匹）を用いた．あら

かじめ直接塗抹法および飽和食塩水浮瀧法を用いた糞便

検査によって，消化管内寄生虫の有無を検査し，陰性と

認めたマウスを選んだ．飼料にはオリエンタル酵母工業

ＫＫ製のラット・マウス用の固型飼料ＮＭＦを用いた．

２．感染材料：感染ミミズを剖検し，感染子虫の最

も多く寄生するそのうおよび砂のうなどの消化管壁上部

を取り出し，生理食塩水を加えて浮瀞液とし，0.1ｍl中

（１１）
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第２表感染前およびマウス体内からの検出虫体の計測値

の日数感染

後
－
５計測部位感染前

日 ７日 １０日 １５日1日２日３日

全長い）540

体幅⑭)29.6

i鰯jJilj
尾長い)42

５５０．５

(101.9）

２６．１

（88.2）

５６３．２

(104.3）

２８．３

(95.6）

５８５

(1083）
３１．３

(105.7）
８６．５

(100.7）

１６３．８

(110）
３２６．８

(1095）

４５

(107.1）

５８６

(1085）

３２

(1081）

５９８．５

(110.8）
３２．２

(108.8）

５８８．７

(109）

３３．８

(1142）

５８５

(108.3）

３７．５

(126.7）

１６６．７

(112）

１６５

(110.8）
３３０

(115.6）
４８．８

(1162）

１５３．４

(103）
２９９

(100.2）
４２．８

(101.9）

１５６．３

(105）
３０３．３

(101.6）

４３．３

(103.1）

162.5

(109.1）
３１５

(105.5）

４７．１

(112.1）

１６５

(110.8）

カッコ内は感染前の計測値に対する割合

第３表マウス体内からの検出虫体数および検出頭数
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○
］
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ｏ
１
１
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胄

胃内容

腸

腸内容

腸間摸リンパ節

肝臓

腎臓

脾臓

血液

心臓

胸膣リンパ節

肺臓

気管

横隔膜

背長節

股筋

脳

生殖器

4/２

14/3

25/2

23/3

26/２

２/２

15/３

１/1

10/３

5/１ 2/１

１/１

３/１4/３

２/１

８/３65/４

７/１

4/１ 6/１

１/１ 1/１１/１ l/１

1/１

２/１

５/３

2/１

８/１

９/２３/1２/2

13/２１/１２/２

１/１

１/１４/１１/１

1/１

１/１

l/１l/１

＊検出隻数／検出頭数

の検出数は非常に少なかった．また，気管，横隔膜，股

筋，脳および生殖器からは検出されなかった．

３．検出虫体の計測値

投与後おのおのの検査日における被検対象からの検出

虫体の計測値は前掲の第２表に示した．

投与前の計測値に対する百分率は全長では接種後３日

目108％，７日目111％，１５日目108％とほぼ10％程度の伸

長がみられたが，体幅では投与後24時間目88％，４８時間

目96％，３日目106％，７日目109％，１５日目127％と投与

後24時間目および48時間目では短縮する傾向が見られ

膜リンパ節に多く検出され，また.､血液，脾臓および肝

臓からも検出された．３日目には胸腔リンパ節および肺

臓から検出され，また，腎臓および背長筋からも検出さ

れた．７日目以後は10日目に食道から検出された２例を

のぞいて消化管からは検出されなかったが，肝臓では３０

日目まで検出された．

検出部位別にみると19カ所に分けた被検対象のうち，

腸間膜リンパ節からの検出数が最も多く，次いで腸，

冑，血液，腸内容，冑内容および脾臓の順で，肝臓，肺

臓，食道，胸腔リンパ節，腎臓，背長筋および心臓から

（１２）
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り検出された虫体は被包内のそれと同様な発育状態に止

まり，輪状に巻き，運動はほとんど認められなかった．

また，計測において投与後24時間目および48時間目にお

ける体幅の短縮がみられた．

３．経口投与においては主として盲腸壁から侵入した

子虫が腸間膜リンパ節，リンパ管を経て心臓に入り，心

臓から血行性に肺動脈，肺臓へと移行し，最終寄生部位

である気管支に移行する径路をとるものであろう．

４．子虫感染マウスの肉眼的病理所見としては盲腸粘

膜および肺臓の点状出血，腸間膜リンパ節の腫脹と出血

からぴに脾腫がみられた．

第４章豚肺虫のモルモットへの感染試験．特

にミミズ体内感染子虫の感染力の季節

的変化

Ｉ緒言

モルモットに対する豚肺虫の感染試験はPorter

（1937)，Ｄｕｎｎ＆White(1954)，谷口ら（1957.1958)，

玉崎（1962）およびZukovic＆Wikerhauser（1964）

などによって行なわれている．これらはミミズをそのま

ま経口的に投与した実験が多く，その投与子虫数がきわ

めて多い割に感染程度は低い．

著者はミミズ体内より得た感染子虫のモルモットに対

する感染力の季節的変化について，また１％ペプシン液

（塩酸でｐＨ１に調整，以下ペプシン液と略す）および

生理食塩水による感染子虫の処理がその感染力におよぼ

す影響について観察を行なった．

また，従来の感染実験は経口感染によって行なわれて

いたが，今回はモルモットに皮下感染を行ない，その感

染の成否についても観察した．

Ⅱ材料および方法

１．実験動物：３～４週令，体重200～2509のハー

トレー系幼若モルモット44頭を用いた．糞便をあらかじ

め直接塗抹法および飽和硫酸マグネシウム浮淋法を用い

た糞便検:査によって消化管内寄生虫の有無を調べ，陰』性

と認めたモルモットを選んだ．飼料にはオリエンタル酵

母工業ＫＫ製のモルモット・ウサギ用の固型飼料ＧＣ‐

５を用いた．

２．ミミズへの感染：ミミズへの感染は前章と同様

の方法により，５月および９月に実施した．（以下５月

群および９月群と略す）

３．感染材料：前章と同じ方法で感染材料を作製

し，感染子虫を400隻ずつ経口的に投与するか，または

頚部皮下注射によって投与した．

た．頭端より腸管起始部および生殖原基までの距離およ

び尾長の百分率では全長とほぼ同じような傾向がみられ

た．

マウスから検出した子虫はいずれも被包内のそれと同

様の発育状態に止まり，輪状に巻き，静止したものが多

かった．（写真Ｉの３）

４．子虫投与マウスの肉眼的病理所見

子虫感染マウスの共通的病理所見は腸粘膜および肺臓

の点状出血で，腸間膜リンパ節の腫脹と出血ならびに脾

腫を示したものもみられた．

１Ｖ考察

豚肺虫の感染子虫を豚以外の実験動物に投与した報告

は多く，Schuckmann＆Zunker（1930）はモルモット

を用い，子虫は腸間膜リンパ節を経て肺に達し，３週間

後には子宮に卵子を含む成熟虫体を発見したとのべてい

る．また，Schwartz＆Alicata（1930)，板垣ら（1933）

および谷口ら（1957）はラットで腸間膜リンパ節より幼

若子虫を得たと報告し，Alicata（1933）は犬に感染子

虫を投与したところ，そのうち１頭は19日後死亡し，肺

臓より46隻の未成熟虫を，また，３２日目にと殺剖検した

他の１頭の肺より14隻の未成熟虫を得たと報告してい

る．しかしマウスについての報告は未だみないのでマウ

スに豚肺虫感染子虫の接種を試みたところ，終宿主とは

なりえないが，一時的には寄生することを認めた．

子虫の体内移行についてはHobmaier＆Hobmaier

（1929)，板垣ら（1933)，Schwartz＆Alicata(1934)，

Matoff（1936）およびKersten＆Becht（1960）など

多くの報告があるがほとんど病理組織学的に子虫の検索

を行なったもので，消化法によって検索を試みた報告は

ない．

経口投与によって侵入した子虫が肺臓に達する径路に

ついては種々の説があるが，今回の所見はKerstenund

Becht（1960）の報告した腸間膜リンパ節に侵入し，リ

ンパ系より心臓に入り，心臓から血行性に肺動脈，肺臓

へと移行し，気管支に進入する移行径路をとるとの所見

とほぼ一致した．なお，盲腸壁における出血点は子虫の

腸壁内への侵入部を意味するものと考えられる．

Ｖ、小括

１．マウスに豚肺虫感染子虫を経口投与したところ，

接種後１日目には腸間膜リンパ節に，２日目には血液中

に，さらに３日目にはすでに肺臓に子虫が移行すること

を確認した．

２１５日目および30日目にマウスの肺臓および肝臓よ

（１３）
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気温の低下とともに感染力も低下し，１０月下旬において

は6.5％と低く，１１月以後モルモットに対する感染力は

消失した．越年後３月初旬には感染力の回復がみとめら

れたものの，その感染率は1.6％ときわめて低かった．

次に，９月群を１０，１１，１２月，翌年の４，５，７，８

および９月にモルモットに感染させた場合，１０月初旬の

感染例では20.3％と高く，１１月以後モルモットに対する

感染力は消失し，越年後４月初旬に感染力の回復がみら

れ，気温の上昇とともに感染率も５月3.5％，７月7.4％

よび８月10.5％と増加した．

以上のように５月と９月に含子虫卵を感染させたミミ

ズから得た感染子虫のモルモットに対する感染力はほぼ

気温に平行する傾向を示した．また，越年した子虫の感

染力は越年しないものより低下する傾向を示した．

２．皮下注射によるモルモットの感染成績

感染子虫を生理食塩水またはペプシン液で処理して，

モルモットの頚部皮下に400隻ずつ注射し，モルモット

に対する感染の成否を検討した．その結果は第４表に示

した．

第１回の実験では生理食塩水で処理した子虫のみを皮

下注射した場合，その感染率は平均７％であった．ま

た，第２回の実験では生理食塩水およびペプシン液処理

をした子虫を皮下注射し，その感染率は前者で21.5％，

後者で47％といずれも高い感染率を示した．

３．検出虫体の計測値

知
⑩
加
加

Ｉ
、

1０

５

５６７８９１０１１１２１２３４５６（月）

４０６０１００１３０１５０１６５１８２２５０２９５380（日）

第２図モルモットに対する感染率の季節別消

長Ｉ（５月群）
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９１０１１１２１２３４５６７８９１０(月）

４０６０１６０２０５２６０３００３３０３６０（日）

第３図モルモットに対する感染率の季節別消

長Ⅱ（９月群）

４．糞便検査：子虫感染後20日目から剖検時まで感

染モルモットの糞便をよくすりつぶし，１００メッシュの

金網で濾過し，飽和硫酸マグネシウム浮源法によって豚

肺虫卵の有無を検査した．

５．剖検：感染後30日目までに死亡したモルモット

は死亡直後剖検し，また，耐過したものは30,34,35,

38および40日目に放血致死後剖検し，肉眼的病理所見を

観察したのち，肺臓について虫体の検索を行ない，その

数を算定した．

６．虫体の計測：肺臓からの検出虫体は生理食塩水

にて洗漉後，伸展，固定を行ない，さらにラクトフェノ

ール液で透明化した後，体長，体幅，食道長，食道幅，

頭端より神経環までの距離，交接刺長および尾端より陰

門までの距離について計測を行なった．

ＩＬ成績

1．経口感染によるモルモットの感染成績

モルモットに対する感染子虫の経口感染による感染力

の季節的変化は第２～３図に示した．なお図示した気温

は大阪地方の月別平均気温である．

すなわち，５月群は６，７，８，９，１０，１１月，翌年

１，３および５月に経口的に感染させた．その結果感染

率は６月中旬の感染においては22.8％と最高で９月以後

第４表皮下感染の成績

子虫の処理生理食塩水ペプシン液
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第５表虫体の計測値雄虫（経口感染）

２２日目２５日目 ２７日目３４日目３５日目３８日目

体長（ｍ、）

体幅（/,）

食道長（"）

食道幅（/U）

雪檸:｝灘(,,）
交接刺長（[()

５．８６

（5.5-6.2）
１０６．５

（105-113）
３３０

（315-345）
４５．０

（４５．０）
１７４

（165-180）
2280

（2175-2400）

１０．１４

（9.8-10.5）
１２６

（120-128）
３９６

（375-420）
５８．５

（52.5-60）
１９２

（180-195）
3735

（3600-3900）

11.72

（11.1-12.7）
１４８．５

（143-150）
４０８

（375-420）
６９．０

（67.5-75）
２２２

（195-240）
3855

（3750-3975）

１１．７４

（10.7-12.6）
１３５

（120-150）

３８４

（360-405）
７３．５

（67.5-75）
２３８

（210-240）
3900

（3750-4050）

１４．８０

（13.9-15.2）
１６２

（158-165）
３９３

（375-420）
７９．５

（75-82.5）
２４３

（225-270）

4335

（4275-4500）

１６．０８

（15.5-16.5）

１９２

（180-195）

４２０

（405-450）
８２．５

（８２．５）

２６７

（255-285）

4725

（4575-4800）

第６表虫体の計測値雄虫（経口感染）

２２日目２５日目 ２７日目３４日目３５日目３８日目

長（ｍ、） １５．２０

(14.4-16.5）
183

（165-210）
510

（495-522）
７９．５

（75-82.5）

219

（210-225）
８１

（７５－９０）

２２．７２

(22.4-22.9）
255

（240-270）
528

（510-555）
８２．５

（７５－９０）
252

（225-270）
８４

（75-90）

２３．２４

(228-23.6）
261

（240-270）
534

（525-540）
９１．５

（90-97.5）
324

（300-345）
９０

（９０）

道
道

体
体
食
食

１１．７０

(10.8-125）
145

（143-158）
440
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６１．３

（60-67.5）
193

（180-210）
７５

（60-82.5）

２９．６０

(25.3-32.0）
282

（270-300）
549

（525-585）
９７．５

（９７．５）
345

（330-360）

９０．３

（80-97.5）

３４．８４

(31.6-38.5）
318

（300-345）
582

（555-600）

111.5

(97.5-113）

351

（330-375）
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（９０－１１５）
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第７表虫体の計測値雄虫（皮下感染）

１５日目１７日目２０日目２２日目２３日目２５日目２７日目３４日目

体長（ｍ、）６．６２７．８２10.7213.1413.6013.9215.6015.74
（6.1-6.8)（６５－８．３)(10.2-11.3)(12.9-13.4)(129-142)(132-145)(14.8-16.4)(145-16.5）

体幅(ﾒﾘ(9;0回975)(2f2iⅡO)(4)3:-150){4F41-150)}41蝿-15s)１６i65-180)16953165)}7}65-180）
食道長(")(3翼5-360)i51l5-375)16160.375)(390-420)(390-420)I1iiO5-420)(405-420)(403-435）

４０６４０８４１７４１９

食道順い)(5:５２６０)（45-60)（６０）（60-675)(676-75)(675Ｍ5)(675-825)(675-825）
５５６０６３７０．５７５７５７６．５

葦竺圭&藍薩(!`)('1:5-180)(l65S210)(195-210)(225-240)(225-240)(225-240)(225-255)(22Ｍ70）
１７９１９８２３１２３７２３２２４０２５２

交接刺長(ﾉﾘ翻り-307繩05-3100)(3900-413粥50-蛆50)(3125-4350槻…5)(305MOO棚州00）
４０２０４２４５４５００

モルモットより検出した虫体の各部位について計測を

行なった結果は第５～８表に示した．

体長については雄虫では経口感染の場合は22日目５．８６

ｍｍ，２５日目10.14ｍｍ，２７日目11.72ｍｍ，３４日目１１．７４

ｍｍ，３８日目16.08ｍｍ’であり，皮下感染の場合は15日

目6.62ｍｍ，２２日目13.14ｍｍ，２５日目13.92ｍｍ，２７日目

15.6ｍｍ，３４日目15.74ｍｍ，であって，皮下感染モルモ

ットより得た虫体の方が経口感染のそれよりも成長が速

<，両者の問に有意な差がみられた．（Ｐ＜0.01)．雌虫

では経口感染の場合は22日目11.7ｍｍ,２５日目15.2ｍｍ，

２７日目22.72ｍｍ，３４日目23.24ｍｍ，３８日目34.84ｍｍ，で

あり，皮下感染の場合は15日目12.1ｍｍ，２２日目23.28

ｍｍ，ｒ25日目28.13ｍｍ，２７日目28.72ｍｍ，３４日目30.9

ｍｍであって雄虫と同様,皮下感染のそれは経口感染の

それより成長が速く，両者問に有意な差がみられた．（Ｐ

＜0.01）体幅,食道長,食道幅,交接刺長および尾端より

（１５）
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第８表虫体の計測値雄虫（皮下感染）

１５日目１７日目２０日目２２日目２３日目２５日目２７日目３４日目

体長（ｍ、）12.1014.3017.9023.2823.4428.1328.72３０．９
（1Ｌ4-13.1)(12.6-167)(17.4-18.8)(22.5-23.8)(2Ｌ9-252)(27.0-293)(26.3-31.5)(29.9-33.3）

体幅(")(1F:3165)I9f7O三210)fl1lい225)16340=315)f837O-3nD)iOh7O-M1;85-360)151妬.4051
食道長(α)(4壷0-465)(435-495)?Oi80-525)７４:25-570)(520-570)(540コ585)(54い580)(540-600）

４６２５４９５６６５６１５６４

食道幅(似)(7:52825)（７５－９０)（８２５）(825-90)(825Ⅱ5)(，l9i-川)（90-W5)(95札7石）
７８．５８２．５８８．５９０．０９３．０

襄懲誼露(α)(21:ひ240)(Ⅲ255)(255-270)i2;15-345)(3DＨ60)i3il5-36n1i3;Ⅱ360)(315-375）
２３０２６４３２７３４１

翼Ji．，醤皐(")(si75990)(霊8975)(，l9i-975)（90-975)（9m■975)(975Ⅱ5)(Ⅵ5-UO)(975-1211）
９４．５９３．０１０３．１１０３．８１０６．９

陰門までの距離についても同じような傾向がみられた．

４．臨床症状および病理所見

発咳，食欲不振，元気消失，呼吸困難および体重減少

が感染モルモットの必発症状であり，皮下感染例では９

～10日以後，また経口感染例では１０日以後に認められ

た．へい死までの日数は皮下感染例では15～20日目が多

く，経口感染例では21日以後に多かった．

剖検において，激しい変化が認められたのは肺臓のみ

であって，その他の部位にはほとんど変化は認められな

かった．肺臓の変化は濃赤色の肝変様肺炎巣が大葉性に

広がり，特に，肺臓の辺縁部より中心に向って大葉の一

部または全部に広がっていた．肺炎巣は周囲が灰白色で

隆起しており,高度の気腫を呈していた．（写真Ⅱ.l～

２）

ＩＩＬ考察

ミミズ体内感染子虫の感染力の季節的消長については

未だ比較すべき文献はみあたらない．著者の実験におい

て夏期には高い感染率を示したが，１１～３月の問に子虫

を感染したモルモットでは感染はみられなかった．この

ことは興味ある所見であるが，恐らく，その感染力は気

温に強く影響されることを示唆するものと考えられる．

従来，モルモットに対する感染試験についてはHob‐

maier＆Hobmaier（1929)，板垣ら（1933)，Schwartz

＆Alicata(1934)，Dunn(1954,1955)，谷口ら（1957,

1958)，佐野（1961）および玉崎（1962）など多くの報

告をみるが，これらはいずれもミミズ体内感染子虫の経

口感染によっている．経口感染以外の感染法については

Kelley＆Krous(1961）およびiZukovi6＆Wierkhau‐

ser(1964）の報告があるのみである．すなわち，Kelley

＆Krousは静脈内および気管支内への接種により，

Znkovic＆Wierkhauseaは腹腔内および心臓内への接

種によって，肺臓に虫体を検出している．しかし，皮下

感染による感染を試みた報告は未だ見あたらない．

本実験においてはミミズ体内子虫のモルモットに対す

る皮下感染による感染の成否について観察を行なうと同

時に，ミミズ体内感染子虫を生理食塩水およびペプシン

液で処理し，その感染力に与える影響についても観察し

た．その結果，皮下感染においても経口感染におとらな

い高い感染率を認めた.このことは,従来の豚肺虫の正常

感染経路とされている経口感染のみならず，ミミズ体外

遊離感染子虫による創傷感染成立の可能性をも示唆する

ものと考えられる.また,ペプシン液処理子虫の感染力は

生理食塩水処理子虫のそれより高い傾向がみられた．

モルモットから検出された虫体について計測を行なっ

た結果，と畜場の豚の肺臓より得た虫体の計測値との差

異は認められず，モルモットより得たものは豚のそれの

1/2～1/３以下であったとするDunn(1957),谷口ら(1957,

1958）の所見と異なり，Hobmaier＆Hobmaier(1929）

の経時的に豚より得た虫体の計測値にほぼ一致した．

豚肺虫感染モルモットの臨床症状および病理所見につ

いてはPorter（1937)，Dunn(1957)，谷口ら(1957）お

よび玉崎（1962）などの報告がある．Ｄｕｎｎはモルモッ

トにミミズ体内感染子虫を感染させてから10日目ごろか

ら臨床症状の発現を認めた．また，玉崎は感染子虫の少

数投与の場合は10日目前後に現われ，大量投与したもの

では４日目にきわめて軽微ではあるが呼吸困難の状を呈

したと報告している．本実験においてもＤｕｎｎおよび

玉崎の所見と同様，経口感染例では10日目頃から臨床症

状を認めたが，皮下接種例ではそれ以前にすでに発咳，

呼吸困難などの症状を認めた．また，玉崎はほとんどす

べてのモルモットは感染後20日目内外でへい死し，２０日

以上生存する例はまれであると報告しているが，本実験

では投与数が少ないためか，経口感染の場合は20日以､内

Iこへい死した例はなく，２０～30日にへい死したものは2０

（１６）
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９６にすぎず，大部分は30日以上生存した．しかし，皮下

感染例では早いものでは15日目に，大部分は20日目前後

にへv､死した．

肉眼的病理所見についてはＤｕｎｎ（1954）および玉崎

（1962）らの報告と全く一致した．すなわち，豚では病

変は主として肺臓の辺縁部に現われるが，モルモットで

は肺臓全体に濃赤色の肝変様肺炎巣が現われ，肺炎巣の

周囲は高度の気腫を呈した．

Ｖ・小括

Ｌミミズ体内感染子虫のモルモットに対する感染力

を季節的に検討した結果，気温の高い夏期に高く，１１～

３月には感染力の消失することを認めた．また，越年し

たミミズ体内感染子虫の感染力は越年しないものにくら

べ低下する傾向を認めた．

２．生理食塩水およびペプシン液で処理した子虫を用

いてモルモットに感染を試みたところ，ペプシン液処理

子虫の方がモルモットに対して高い感染力を持つことを

認めた．

３．モルモットに皮下感染を行った結果，高い感染率

を示すことが判明した．

４．モルモットより得た虫体を計測した結果，皮下感

染例の虫体の方が経口感染例の虫体よりも成長速度の早

い傾向がみられた．また，豚およびモルモット両者から

得た虫体の比較において形態学的な差異はみられなかっ

た．

５－豚肺虫感染モルモットのへい死までの日数は皮下

感染例では15～20日前後であり，経口感染では21日以後

で，皮下感染例の方が早い傾向が認められた．

６．豚肺虫感染モルモットの肉眼的病理所見において

箸るい､変化を認めたのは肺臓のみで，濃赤色の肝変様

肺炎巣が大葉性に広がり，その周囲は高度の気腫を呈し

た．

第５章異宿主感染実験におけるプレドニゾロ

ンの影響

１．緒言、

近年Cunha＆Eichhorn(1954)，Ｓｍｉｔｈ＆Ｃａ]houm

(1956)，神田(1955）および渡辺ら(l955ab）はウイル

スについて，Stoner＆Goodｗｉｎ(1953)，Coker(1955,

1956)，Markell＆Ｌｅｗｉｓ（1957)，Weinstein（1953,

1955)，Ogilivie(1965)，ＳｅｎｅｒａＬ（1965）および多田

(1967）は，Ｔﾉｰ/c/ｉｉ"c/mSPil-aZ/s，Ｍ〃Cs〃o"gyZ"ｓ

"Zzzγis，ＡﾉzQ)ﾉﾉosZo"zαＣａ〃ﾉﾉzzz〃z，Ｐｆｚ７－ａｇｏ"z〃ZzZS〃ＺＯﾉα‐

之α肺およびＲ江，ＦｓｒＥ'一"』α"/ｉについて，宿主に薬剤投

与あるいはＸ線照射などの前処置を施すことによって動

物本来の対寄生体感受性に変化をきたさせたり，さらに

はこれらのことを通じて感染の機構を学ぼうと試みた．

副腎皮質ホルモンは哺乳動物における抗体産生やアレル

ギー状態を抑制することが知られている．したがって宿

主動物の抗体産生を副腎皮質ホルモンで抑制しておい

て，寄生虫の宿主体内における感染発育状況などを検討

することは寄生虫感染と免疫との関連を探る－つの手ガ

かりとなるであろう．モルモットがM9Zasかo"gy/"ｓ

(Ｗｉに対して感受性の強いことはよく知られているが，

まだプレドニゾロンの影響については知見がない．

以上のような点からマウスおよびモルモットをプレド

ニゾロンで前処置したのち，豚肺虫感染子虫を感染させ

たとき感染率および感染経過がどのような変化を受ける

か，また虫体の発育にどのような影響がおこるかについ

て検討を試みた．

Ⅱ材料および方法

１．実験動物：前章と同様マウスは２～３週令，体

重５～109のｂｃ系幼若雄マウス20匹を，またモルモッ

トは３～４週齢，体重200～2509のハートレー系幼若モ

ルモット36匹（雌雄各18匹）を用いた．あらかじめ直接

塗抹法，飽和食塩水浮源法および飽和硫酸マグネシウム

浮瀞法を用いた糞便検査によって消化管内寄生虫の有

無を調べ，陰性と認めたものを選んだ。飼料にはオリ

エンタル酵母工業ＫＫ製マウス・ラット用の固型飼料

ＮＭＦおよびウサギ・モルモット用の固型飼料ＧＣ－５

を用いた．

２．投与材料：第３章と同じ方法によって投与材料

を調製し，冑ゾンデを付けたツベルクリン注射器で0．４

，１（400隻）を経口接種した．

３．前処置：プレドニゾロン0.2ｍｇを子虫の投与

前５日間連日１日１回マウスおよびモルモットの頚部皮

下に注射した．前章に示したものを無処置対照群とし
た．

４．剖検：マウスについては第３章と同じ方法に

て，またモルモットについては第４章と同じ方法で行っ
た．

ＩⅡ成績

１．マウス体内からの検出虫体数

プレドニゾロンで前処置したマウスに感染子虫を経口

感染後，おのおのの検査日に各器官に検出された虫体数

は第９表に，また，総検出虫体数を第４図に示した．

（１７）
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第９表マウス体内からの検出虫体数および検出頭数

１忽m笠j:ijiijjim加川叩、叩卯伽，叩伽ョ
食道

胄

胃内容

腸

腸内容

腸間膜リンパ節

肝臓

腎臓

脾臓

血液

心臓

胸膣リンパ節

肺臓

気管

横隔膜

背長筋

股筋

脳

生殖器

５/２

２/1

43/2

14/2

10/２

6/１

６/２１/１

６/１１７/２

＊Ｏ
Ｊ
１
１
庁
Ｉ
Ｄ
Ｊ
戸
Ｊ
１
上

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

１
人
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
〔
ｌ
ｎ
ｏ
１
Ｌ

Ｔ
Ｌ
〈
０
勺
Ｌ
〈
ｂ

15/２

３/1

30/２

1/１

１０/１１/１

３/２７/２２/１１/１

11/2

13/６

3/２

１/１

5/２

７/２

5/２

３/１

13/6

12/５1/１

＊検出隻数/検出頭数，子虫接種前５日lHjプレドニゾロン0.2ｍｇ皮下注

脳および生殖器からは検出されなかった．

プレドニゾロン処置マウス体内からの検出虫体数は前

章に述べた無処置のそれにくらべ７日目までは前者の方

が多く，１０日目以後は後者の方が多く，また前者の;方が

早く消失する傾向がみられた．

２．検出虫体の計測値

被検対象からの検出虫体の計測値は第10表に示した．

感染後の計測値は体幅を除く他の部位では増加した

が，感染後24時間目の体幅の短縮がみられた．

３．モルモット体内からの検出

プレドニゾロンで前処置したモルモットに対する感染

力の季節的消長は第５～６図に示した．

すなわち，５月に子虫を感染させたミミズ体内の感染

子虫をその後，季節別にモルモットに感染させて，その

感染率を検討した．その結果，６月中旬の感染において

は50.8％と最高で９月以後気温の低下とともに感染力も

低下し，１０月下旬において13.5％と低く，１１月以後モル

モットに対する感染力は前述のプレドニゾロン無処置例

と同様に消失した．越年後３月初旬に感染力の回復が見

られた．

次に，９月に子虫を感染させたミミズ体内の感染子虫

をその後，季節別にモルモットに感染させた場合，１０月

初旬の接種では35.0％と高く，１１月以後モルモットに対

(隻）

３０

2０

プレドニゾロン処潰群

無処濡群
１０

－－－~－－－－－－．

４０（11）１２３５７１０１５２０３０４０（11）

第４図マウス体内からの検出山体数

検出虫体は一般に感染後24時間目において腸とその内

容に多く，次いで腸間膜リンパ節および胃とその内容に

多かった．４８時間目では胃および腸管よりも腸間膜リン

パ節に多く検出され，脾臓からも検出された３ｐ目に

は血液，胸腔リンパ節および肺臓からも検出された．３

日目以後は５日目に腸管から検出された１例の１隻を除

いて消化管からは検出されなかった．また虫体は15日目

以後には検出されなかった．

検出部位別にみると19カ所に分けた被検対象のうち，

腸および腸管膜リンパ節からの検出数が最も多く，次い

で腸内容，血液，胸腔リンパ節，肺臓，胃および脾臓の

順で，胃内容および肝臓からの検出数は非常に少なかっ

た．また，腎臓，心臓，気管，横隔膜，背長筋，股筋，

（１８）
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第１０表感染前およびマウス体内からの検出虫体の計測値

感染後の日数
計測部位 感染前

２日 ３日 ５日 ７日１日

１
Ｊ
１
Ｊ
ｊ

似
仰
似
β
仰

ぐ
ｌ
く
く
Ｉ

５７８．４

(107.1）
３０

(101.4）
１６２．８

(109.3）

３１６．８

(106.1）
４５

(107.1）

５８６．３

(108.6）
３０

(101.4）
１６６．３

(111.7）
３２２．５

(108）
４７．５

(113.1）

５９８．６

(110.9）

３１．６

(106.8）
１７２．３

(115.7）
３４０．５

(114.1）
４８．１

(114.5）

５９８．８

(110.9）

３２

(108.1）
１７３

(116.2）

３３９．８

(113.8）
４８．２

(1148）

長
幅

540

２９．６

１４８．９

２９８．５

４２

５７６．２

(106.7）

２９．３

（99.0）
156.8

(105.3）

３２０．５

(107.4）
４５

(107.1）

全
体

i蝿
尾長

カッコ内は感染前の計測値に対する割合

１
０

％
５

く

5≦ ７
Ｊ

０
０
０

４
３
２

！１０

５

(Ｃ）

〈
（

月）５６７８９１０１１１２１２３４５６（月）
4060100130150165182250295380（日）

第５図モルモットに対する感染率の季節別消

長Ｉ（５月群)（プレドニゾロン処置例）

する感染力は消失し，越年後４月初旬に感染力の回復が

みられ，気温の上昇とともに感染力も増加した．

以上のプレドニゾロン処置モルモットの感染率を前章

に述べた無処置例のそれと比較すると1.67～7.30倍（平

均2.5倍）とプレドニゾロン処置例の方が高く有意な差

がみられた．（Ｐ＜001)．しかし，感染子虫のモルモッ

トに対する感染力は，プレドニゾロン処置の有無にかか

わらず気温に平行する傾向がみられた．また，越年した

子虫の感染力は越年しないものより低下する傾向を示し

た．

４．検出虫体の計測値

モルモットより検出した虫体の各部位の計測を行なっ

た結果は第11～12表に示した．

体長の計測値は雄虫では15日目7.6ｍｍ，２０日目11.86

ｍｍ,２７日目15.1ｍｍ，３５日目16.88ｍｍであり，雌虫で

は１５日目13.41ｍｍ，２０日目20.16ｍｍ，２７日目33.4ｍｍ，

35日目37.66ｍｍであって，前章に示した無処置例のそ

れとは成長速度に有意の差がみられた．（Ｐ＜0.01）次い

で体幅，食道長，食道幅，交接刺長，尾端より陰門まで

の距離においても体長同様雌雄とも無処置のそれよりも

４０６０１６０２０５２６０３００３３０３６０（日）

第６図モルモットに対する感染率の季節別消

長Ⅱ（９月群)（プレドニゾロン処置例）

成長の速度は速く，両者の問に有意な差が認められた．

(Ｐ＜0.01）

１Ｖ考察

宿主に対するプレドニゾロンの前処置が豚肺虫感染子

虫の感染におよぼす影響についての報告は未だみられな

い．そこで著者はマウスおよびモルモットをプレドニゾ

ロンで前処置したのち豚肺虫感染子虫を投与し，感染率

におよぼす影響，感染経過につれてどのような変化を受

けるか，また虫体の発育におよぼす影響について検討を

試みた結果，感染率は経口感染の場合マウス・モルモッ

トともにプレドニゾロン前処置群の方が無処置群に比較

して高く有意差を認めた．このことはプレドニゾロン前

処置が宿主の防御能力を低下させることに関与してお

り，寄生虫感染に対する感受性を高めることを示唆す

る．

また，ブレドニゾロン前処置モルモットに対するミミ

ズ体内感染子虫の感染力の季節的消長については前述し

た無処置例におけると同様に，夏期に高い感染率を示し

たが，１２～３月の問に感染子虫を感染したものでは感染

は見られなかった．感染の見られた各時期の感染率の比

（１９）
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第１４表感染成績

皮下感染

生理食塩水

経口感

ぺプシ

感染法

子虫の処置

豚の処置

染

ペフ゜シン ン

無

無
一
別
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ

4旺
Ｊｂ､、Ｐ Ｐ

７２

１８０

２５２

１２．６

Ｐ

ざ

早

計

感染率

Ｐ/無

３６６

818

1184

59.2

２４３

５６２

８０５

４０．３

１．３１

３７０

632

1002

50.1

１５９

２１４

３７３

１８．７

１４３

１７８

３２１

１６．１

1．１６１．３１

Ｐ：プレドニゾロン

第１５表生理食塩水処理子虫皮下感染豚の血液所見

－５日 ０日

１．０

２．５

７日

０．５

３．５

１４日

０．５

５．５

２１日

５
’
５
５
０
５
０
５
０
５
５
０

４
１
８
５

５
５

卵
－
０
６
２
５
Ｌ
Ⅵ
ｚ
Ｏ
Ｌ
３
０
１
６
６
３
６
５
９
９
６
０
５
９

２
－

１
６

７
８

３
１

３
ワ
］
１
１
７
２

１
０
１

３１日

(96）

■
●
●
●

Ｂ
Ｅ
Ｍ ４．０ ５．５白
血
球
百
分
率 Nliii

８
０
０
０
５
５
０
０

８
２
４

５
５
０
５

●
●
●
●
の
●
●

●
■
●

●
●
●
●

２
８
５
６
４
８
２
６
３
１
８
６
６
２
３
８
６
１
４
７

１
５

１
１

３
１

５
２
１

５
２

１
９
］

３

５
５
５
０
５
５
０

９
５
０
５
５
１

●
●
●
●
●
■
●

●
●

●
●
●

１
４
８
３
０
４
４
４
７
１
６
５
７
３
１
９
６
１
７
５

７
５
９

３
１

５
２
１

４
３

１
２

５
０
５
５
０
５
０

６
３
６
５
５
５
５
８

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

１
８
６
４
１
０
４
７
１
２
６
６
６
４
８
８
８
０
０
７

１
６

４
８

３
１

４
２
１

４
２

１
３

６．５

１１．０

１６．５

４．０

０
５
５
５
０
０
５

５
８
９

●
●
●
●
●
Ｂ
●

■
●

４
１
０
３
１
０
３
９
５
５
０
６
６

１
１

６
６
２

４
１

１
９

５
０
５

６
５
２
７

７
●
●

●
●
●
●

●

５
１
６
５
５
７
５
６
３
１
６
０
０
６
７

５
８
３

３
１

４
３
１
１
５
３

１
０
１

１
２
８
５

５
５

●
●
●
の

●
●

２
５
４
５
６
６
３
１
９
６
０
０
２

０
３

３
１

３
３
１
１
１
３

２
８

１

Ｗ（×10/ｍｍ３）

好酸球数絶対値(/ｍｍ３）

＊好酸球（96）

ＥＣ．Ｖ、（96）

Ｈｂ．（g/dl）

Ｓ．Ｐ．（96）

Ａ１．（ｿ6）

GII；㈹
Ａ/Ｇ

ＧＯＴ

ＧＰＴ

高田反応

グロス反応

ルゴール試験

体重（kg）

4５

２２

＋ ＋ ＋

2０．５ 2６．５ 3１

Ｂ､：好塩基球Ｅ､：好酸球Ｎ､：好中球Ｌ：リンパ球Ｍon.：単球Ｐ・ＣＶ.：赤血球容積

Ｈｂ.：血色素量Ｗ､：白血球数Ｓ．Ｐ．：血清総蛋白量ＧＯＴ，ＧＰＴ・Ｋａｒｍｅｎ単位

＊好酸球数絶対値/白血球数Ａ１：アルブミンＧ１：グロブリン

すなわち，生理食塩水処理子虫の皮下感染例の感染率

は，プレドニゾロン前処置例では59.2％，無処置例の２

頭の平均は45.2％で非常に高かった．また，ペプシン処

理子虫の皮下感染例の感染率は，プレドニゾロン前処置

例では12.6％，無処置例では9.6％であった．ペプシン

処理子虫の経口感染例の感染率は，プレドニゾロン前処

置例では18.7％，無処置例では16.196であった．すなわ

ち，プレドニゾロン前処置の豚の感染率は無処置例のそ

れにくらべて，皮下感染例では1.31倍，経口感染例では

1.16倍といずれも無処置よりも高い傾向がみられた．ま

（２２）
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第１６表生理食塩水処理子虫皮下感染豚の血液所見

０日７日１４日－５日

1.0

４．５

加一川而

２８日 ３１日

(％）●
●
●

Ｂ
Ｅ
Ｍ

０
０
０
０
５
０
０
５
５
５

２
５
８
５
５

５
２

●
●
●
●
●
□
■
■
●
●

●
●
●
●
●

●
●

２
０
３
０
２
８
２
０
７
４
０
０
８
７
６
７
４
４
８
３
１
５
３

１
１
１

４
７
０

３
１

５
２
１

４
３

１
４
１

０
５
５
５
５
５
０
５
５
５

２
５
１
６

０
５

●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
巴
●

●

１
５
１
６
９
８
１
０
２
３
１
２
４
１
８
６
０
６
９
５
１
２
２

６
４
２

４
１

５
２
１

５
３

２
０
１

０
５
０
０
５
５
０
５
０
０

６
５
９
６

●
の
■
●
●
●
●
●
■
●

●
、
●
■

２
７
１
２
７
０
６
２
９
２
７
６
５
２
８
６

１
５

４
８

４
１

２
３
１

５
５
０
５
０
０

□
●
●
●
■
●

５
３
４
３
１
２

１
１

白
血
球
百
分
率 NlilJ

３．５

１１．０

１１．０

６．０

３

５
５
５
５
０
０
５

２
４
１
５
５
３

●
●
●
●
●
●
●

●
●

●
●

３
０
２
６
１
４
３
８
１
８
３
６
６
７
３
４
５
１
６
８

１
１

５
６
８

４
１

５
２
１

５
４

１
３
１

２

０
０

８
３
０
５
５

０
■
●

●
●
●
●
●

■

９
４
１
８
３
２
６
６
０
０
５
４
１
６
３

５
８
８

４
１

５
３
１

５
４

１
６

５７．０

3.5

157

709

４．５

４６

１７．３

６．５

４２

３０

１８

１０

０．７２

４８

４３

Ｗ（×10/ｍｍ３）

好酸球数絶対値(/ｍｍ３）

＊好酸球（％）

P・ＣＶ．（％）

Ｈｂ．（g/dl）

Ｓ．Ｐ．（％）

Ａ１．（96）

GLI；㈹
Ａ/Ｇ

ＧＯＴ

ＧＰＴ

高田反応

グロス反応

ルゴール試験

体重（kg）

９
９
４
１

８
●
●

１
８
２
５
９
６
７
６
７
０
０
２
７

５
３

・
１

４
２
１
１
６
３

１
４

０４

3９．５

３３

2０．５ 2５．５ 3０

子虫接種前５日間プレドニゾロン２０ｍｇ筋注

B､：好塩基球Ｅ：好酸球Ｎ､：好中球Ｌ､：リンパ球Ｍon.：単球Ｐ・ＣＶ.：赤血球容積

Ｈｂ.：血色素量Ｗ､：白血球数Ｓ．Ｐ．：血清総蛋白量ＧＯＴ，ＧＰＴ・Ｋａｒｍｅｎ単位

＊好酸球数絶対値/白血球数Ａ１：アルブミンＧ１：グロブリン

た，ペプシン処理子虫を接種した豚の感染率は生理食塩

水処理のそれに比べて低い傾向がみられた．

３．血液諸性状

子虫感染後経時的に採血し，血液の諸性状について検

査を行なった結果は第15～20表および７～８図に示し

た．

白血球百分率についてみると，好酸球は第７図のよう

に，子虫感染５日前では2.6～4.1％，子虫感染時には，

プレドニゾロン前処置例が7.0～10.6％，無処置例が2.4

～5.3％と前者が多く，感染後，全例ともゆるやかでは

あるが増加した．皮下感染のプレドニゾロン前処置例で

は21日目に８．２％と最高値を示し，無処置例でも4.0～

5.5％と感染前に比べ増加がみられたが，２１日目以後は

むしろ減少の傾向を示した．

好中球は第８図のように好酸球と平行し，プレドニゾ

ロン前処置によって増加する傾向がみられた．また，好

中球はやや左方移動する傾向がみられた．

これに反してリンパ球はプレドニゾロン前処置によっ

て減少した．また，子虫感染後７日目に好中球は最低値

を示したのに反し，リンパ球は最高値を示し，２１日目以

後はほぼ感染前の値に回復した．

好塩基球および単球では著明な変化はみられなかっ

た．

赤血球容積および血色素量は感染前はそれぞれ38.2％

および169/dlで，感染14日目以後はそれぞれ平均39.4％

および16.59/ｄｌとやや増加する傾向がみられた．

血清総蛋白量は子虫感染前が5.7～6.9％(平均6.3％)，

であり，子虫感染時のプレドニゾロン前処置例が7.5～

（２３）
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第１７表ペプシン処理子虫皮下感染豚の血液所見

－５日

日
－
５
，

０
－
１
５

７日 １４日

３．５

２．０

２１日 ２８日 ３１日

(W,）（Ｂ、 １．０

４．０

２．５

４．５

３

５
５
５
５
５
５
０
０
５
５

０
５
６
０
５
５
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

０
４
０
３
１
４
４
１
５
４
４
７
４
３
３
６
５
２
６
６
０
２
８

１
１

５
７
９

３
１

４
３
１

０
４

１
６

１

９

０
５
０
０
５
０
０
５
５
０

６
１
５

７
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
■

２
３
２
３
１
１
３
０
１
２
６
９
３
９
４
６
４
７
７
２
０
４
０

１
１

６
１
１

３
１

４
２
１
１
４
４

１
４

●
●

Ｅ
Ｍ白
血
球
百
分
率 Nｌｉｉ

６

０
０
５
５
５
０
０

４
４
９
５

５
０
５

①
●
●
●
●
●
●

の
●
●

●
■

２
８
８
３
２
５
４
７
６
３
８
５
５
１
６
７
５
１
９
６

６
４
０

３
１

５
２
１

５
２

１
５

６

５
５
５
０
５
０
０

２
５
３
５
５
０
０

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●

３
６
０
３
０
８
１
０
３
２
９
７
６
１
５
７
６
１
０
７

１
６

４
１

３
１

５
２
１

４
３

１
３

５
０
０
５
０
５
０

２
８
４

●
●
●
■
●
●
●

●
●

２
０
０
２
１
６
２
３
４
２
９
７
６

１
１

６
４
４

３
１

２
５

３．０

７．０

１１．５

７．５

２．０

５８．５

５．５

１２７

３８１

３．０

３６

１５

５．７

４８

３１．５

１５

５．５

０．９２

７０

３３

３

６
１
６
５
５

５
●

●
●
●
●

●

５
９
２
９
７
６
４
０
１
４
０
０
７

０
６

３
１

３
３
２
１
７
３

１
２Ｗ・（×10/ｍｍ３）

好酸球数絶対値（/ｍｍ３）

＊好酸球（96）

P・ＣＶ．（9(,）

Ｈｂ．（g/dl）

Ｓ．Ｐ．（96）

Ａ１．（96）

u|；；■■’
Ａ/Ｇ

ＧＯＴ

ＧＰＴ

高田反応

グロス反応

ルゴール試験

体重（kg）

4４

３６．５

1８．５ 2３．５ 2８．５

Ｂ､：好塩基球Ｅ､：好酸球Ｎ､：好中球Ｌ､：リンパ球Ｍon.：単球Ｐ・ＣＶ.：赤血球容積

Ｈｂ.：血色素量Ｗ､：白血球数Ｓ．Ｐ．：血清総蛋白量ＧＯＴ，ＧＰＴ.：Ｋａｒｍｅｎ単位

＊好酸球数絶対値/白血球数Ａ１.：アルブミンＧ１.：グロブリン

8.4％（平均8.0％)，また，無処置例が5.9～7.0％（平

均6.5％）で前者の方が増加する傾向がみられた．子虫

感染後のそれは6.0～7.2％（平均6.6％）で僅かに増加

する傾向を示した．

血清蛋白分画のうちアルブミンは子虫感染５日前が

46.5～52％（平均48.5％）であり，プレドニゾロン処置

例の感染時は47～54.5％（平均50.4％)，また，無処置

例が50～53％（平均51.3％）であったが，感染後は無処

置例では著明な減少がみられた．剖検時プレドニゾロン

処置例が33～47％（平均41.2％)，無処置例が33.5～４２

％（平均36.7％）で，プレドニゾロンの影響は比較的少

なかった．

α-グロブリン分画は子虫感染５日前では23～32.5％

(平均29.3％）で，感染時および感染後にはほとんど変

化なく，剖検時は26～34.5％（平均29.6％）であった．

β-グロブリン分画は子虫感染前は14～20％（平均14.3

％）であり，感染後14～21％（平均17％）とやや増加す

る傾向がみられたものの有意な差はみられなかった．

７－グロブリン分画は感染前が４～6.5％（平均5.896）

であり，プレドニゾロン処置例の感染時は3.5～5.5％

(平均4.7％)，また，無処置例が5.5～6.5％（平均5.8

％）とプレドニゾロン処置により低下する傾向がみられ

た．アルブミンと異なり感i染後は著明に増加した．特に

21日目以後著明に増加し，剖検時にはプレドニゾロン処

置例では10～12％(平均10.7％)，無処置例では14～16.5

％（平均15％）で，その増加率はそれぞれ195％および

269％と無処置例の方が大きかった．

Ａ/Ｇは感染前は0.87～1.08（平均0.96）と高く，剖

検時はプレドニゾロン処置例が0.49～０．８９（平均0.73）

であり，また無処置例が0.5～０．７２（平均0.58）で後者

（２４）
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第１８表ペプシン処理子虫皮下感染豚の血液所見

日
－
０
０

５
ｌ
Ｌ
３

０日

１．５

７．０

７日

１．５

３．５

１４日 ２１日 ２８日 ３１日

(?(,）●
●
●

Ｂ
Ｅ
Ｍ

１．０

５．０３．５ ２．０

１．０

６．０

１１．０

１４．０

３．５

０．５

５８．５

３．５

１１２

３８１

３．４

４１

１４４

６．６

４５

３１．５

１５．５

８

０．８２

４６．５

３５

白
血
球
百
分
率 Nli
４５

９．０

１０．５

２．５

９

５
５
０
５
５
０
５

３
５
５
０

８
●
＄
●
●
●
●
●

●
●
●
●

５
１
４
５
０
０
４
１
１
７
７
６
８
７
８
０
５
０
２
７

１
１

５
１
４

３
１

４
２
２

４
２

２
５
１

２．５

６．０

８．５

１．５

５
５
０
０

●
●
■
●

３
９
１
４

１

５
０
０
０

●
●
●
■

５
９
１
２

１

６８．５

1.0

201

566

２．８

３９．５

１７．４

６．１

５２

２６

１５．５

６．５

１．０８

４２

２８．５

６

０
０

１
５
５
５

９
●
●

●
●
●
Ｏ

Ｂ

２
５
５
１
３
９
５
６
９
７
８
６
０
１
８

７
９
９

３
１

４
２
１

５
２

０
］

０
５

６
２
８

●
●

●
●

６
２
０
４
２
１
９
６

６
７
３

４
１

１
４

６３．０

３．５

１２５

５８１

４６

４０．５

１５．７

６．５

４９

２９

１５．５

６．５

０．９６

５７

４６

Ⅵ．（×10/ｍｍ３）

好酸球数絶対値（/ｍｍ３）

＊好酸球（ｿ6）

P．Ｃ，Ｖ・（y()）

Ｈｂ．（g/dl）

Ｓ．Ｐ．（ｿ(,）

ＡＬ（ｿ6）

G1|：（㈹
Ａ/Ｇ

ＧＯＴ

ＧＰＴ

高田反応

グロス反応

ルゴール試験

体重（kg）

３
８
１
５
５

８
●
●
●
●

８
５
２
０
７
７
３
７
９
０
０
８
７

９
２

４
１

４
２
１
１
９
３

９
］

3８

２６

＋

1７．５ 2５．５ 2７

子虫接種前５日間プレドニゾロン２０ｍｇ筋注

Ｂ：好塩基球Ｅ､：好酸球Ｎ､：好中球Ｌ：リンパ球Ｍon.：単球Ｐ.Ｃ､Ｖ､：赤血球容積

Ｈｂ.：血色素量Ｗ､：白血球数Ｓ．Ｐ．：血清総蛋白量ＧＯＴ，ＧＰＴ.：Ｋａｒｍｅｎ単位

＊好酸球数絶対値/白血球数Ａ１.：アルブミンＧ１.：グロブリン

よび第９図に示した．

雌雄虫体ともペプシン処理子虫の経口感染例より得た

虫体が最も大きく，ついで生理食塩水処理子虫の皮下感

染例，ペプシン処理子虫の皮下感染例の順で，いずれの

場合もプレドニゾロン処置例より得た虫体の方が無処置

例のそれより大きい傾向を示した．しかしこれらいずれ

の群間にも有意差を認めなかった．

虫体各部の形態については３者の問にはなんら差異は

認められなかった．（写真Ⅱ・５～６）

５．臨床および病理学的所見

感染後15日目から全例に軽い咳嗽が認められたが，そ

の他にはなんらの症状も認められなかった．生理食塩水

処理子虫の皮下感染例では感染後18日目から運動後軽い

呼吸困難が認められた．また，病理学的所見として，肺

では著明な減少がみられた．

肝臓機能検査のうち,ＧＯＴは子虫感染前が42～109.5

(平均55.6）Ｋａｒｍｅｎ単位（以下Ｋａｒｍｅｎ単位は略す）

であり，感染後が38～157（平均97.5）であった．また，

GPTは感染前が26.5～48.5（平均36.0)，また感染後が

22～72(平均37.5）とＧＯＴと同様やや増加する傾向が

みられたがプレドニゾロン処置による影響はほとんど認

められなかった．

グロス反応はペプシン処理子虫の皮下感染例および生

理食塩水処理子虫の経口感染例では21日目以後疑陽`性と

なったが，他の例では変化を認めなかった．

高田反応およびルゴール試験はすべて陰性であった．

４．検出虫体の計測値

豚より検出した虫体の各部位の計測値は第21～22表お

（２５）
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第１９表ペプシン処理子虫皮下感染豚の血液所見

－５日０日７日１４日２１日２８日３１日

(96）●
●
●

Ｂ
Ｅ
Ｍ

１．５

３．０

１．５

４．０

２．５

２．５

1.0

３．５

０．５

４．０

１．５

３．０白
血
球
百
分
率 NＩｉｌｉ

７

５
０
５
０
０
０
５

７
９
】
５
５
５
５
５
８
５

■
●
●
●
●
●
●

●
■
●
●
●
●
●
。

●

３
０
２
４
１
１
３
３
８
２
６
６
６
６
２
５
５
０
６
８

１
１

６
４
８

３
１

４
３
１

６
４

１
３

０
５
０
５
５
０
０

９
５
４
７
５
５
０
５
５

●
。
●
●
●
●
●

●
■
巳
●

●
●
●
■
●

２
５
１
７
２
１
５
４
８
３
８
５
６
０
８
６
５
１
９
５

１
６

３
２

３
１

５
２
１

０
４

１
５

１

８
５
５
０
０
０
０
０

０
５
５

０
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

●

３
６
９
３
１
６
６
１
４
２
５
６
６
２
５
７
６
１
１
５

６
２
４

３
１

５
２
１

３
５

１
２

１

０
０
０
０
５
５
５

８
５
１

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

２
７
３
５
１
４
２
０
６
２
８
５
７

１
６

０
６

３
１

９
］
５

０
０
０
５

●
●
●
■

３
７
２
３

１

３．０

７．５

１１．０

３．０

６６．５

３．５

１３１

６１９

４．７

３９

１６．５

６．８

５４

２２

１６

８

１．１７

５９

６５

２
０
０

９
８
８

７
●
●

●
●
●

●

８
３
４
７
２
８
５
６
２
９
６
３
０
１
３

６
０
９

３
１

４
２
１
１
８
４

１
２Ｗ、（×10/ｍｍ３）

好酸球数絶対値（/ｍｍ３）

＊好酸球（96）

ＲＣＶ．（％）

Ｈｂ．（g/d]）

Ｓ．Ｐ．（ｿ6）

Ａ１．（％）

GLll的
Ａ/Ｇ

ＧＯＴ

ＧＰＴ

高田反応

グロス反応

ルゴール試験

体重（kg）

1９１

３７５

２．０

３９

１５．７

６．６

４２

２８

１５．５

１４．５

０．７２

８４

４８

5７

４０

－ト ＋ ＋

1０．５ 1４．５ 1８

Ｂ：好塩基球Ｅ､：好酸球Ｎ､：好中球Ｌ､：リンパ球Ｍon.：単球Ｐ・ＣＶ、赤血球容積

Ｈｂ.：血色素量Ｗ：白血球数Ｓ．Ｐ．：血清総蛋白量ＧＯＴ，ＧＰＴ.：Ｋａｒｍｅｎ単位

＊好酸球数絶対値/白血球数Ａ１.：アルブミンＧ１.：グロブリン

臓に激しい変化が認められた．すなわち，生理食塩水処

理子虫の皮下感染例では肺臓の周辺部の気腫は高度であ

り，その境界は明瞭であった．細気管支には分泌物を充

満し，拡張がみられた．ペプシン処理子虫の皮下感染例

では点状出血が横隔膜葉全面に認められた．ペプシン処

理子虫の経口感染例ではこれら両者の中間で，その変状

の程度は寄生数と密接な関係にあった．（写真Ⅲ．’～

３）

１Ｖ・考察

豚に対する感染子虫感染後最初の糞便内子虫卵の排出

は，感染後２６日目に見られた．これはＤｕｎｎｃＺａＺ．

(1956)の報告およびJagger＆Herbert（1964）の報告

と一致したが，Mackenzie（1958）および玉崎（1962）

らはこれよりも遅く，３０日目以降に検出したと報告して

いる．

豚に対して子虫を経口投与した報告は前述したよう

に，Ｄｕｎｎ（1956)，Hobmaier＆Hobmaier（1929)，

板垣(1933)，Mackenzie(1958,1959)および玉崎(1962）

など多くみられるが，経口感染以外の感染方法を用いた

報告には，静脈内および気管支内に豚より得た幼若虫を

投与したＫｅｌｌｅｙｅｔａＺ．（1961)，また，モルモットの腹

腔内および心臓内に投与したZukovi6＆Wikerhauser

(1964）の報告がある．しかし，皮下感染による感染試

験はみあたらないＫｅｌｌｅｙｅｔａＺ、らによれば幼若虫を

豚の静脈内および気管支内に接種し，２７日後の剖検にお

いて肺臓から多数の成虫を検出したと報告している．ま

た，Zukovi6＆Wikerhauserによれば，感染子虫をモ

ルモットの腹腔内および心臓内に感染させ，２７～30日後

の剖検において多数の虫体を得たと報告している．著者

は２，０００隻の感染子虫を豚の頚部皮下に接種し9.6～592

（２６）
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第２０表ペプシン処理子虫皮下感染豚の血液所見

７日 １４日２１日２８日３１日

日
５
０

５
０
４

’

叩一朋岫(96）●
●
●

Ｂ
Ｂ
Ｍ ２．０

０
５
５
５
５
５
０
０
５

９
７
１

●
●
■
■
●
●
●
●
●

●
巴

３
１
４
９
９
１
１
５
４
３
９
２
４
９
７

６
４
０

４
１

１
４

０
０
５
０
５
０

●
■
●
●
●
●

５
２
４
９
５
３

１

４．５白
血
球
百
分
率 N|;Ｉ

５
０
０
０

●
●
●
●

３
７
０
４

１

２．５

９．５

１３．０

５．５

０．５

４９．５

６．５

222

2163

９．７

４０

１６．３

８．４

５０．５

２８．５

１５．５

５．５

１．０２

５４

４５．４

０
０
０
０

●
●
●
■

２
９
５
１

３

５
５
０
０
５
０
０

２
０
２
５
５
０
８
５

●
●
●
。

●
●
●

●
●
●
●

●
●

●

３
１
２
４
１
８
５
０
９
４
１
６
７
５
８
７
９
０
８
２

１
１

５
８
５

４
１

４
２
１

４
４

１
７

０
０

９
１
６

０
５

●
●

●
●
●

①
●

４
７
０
５
１
４
７
６
０
６
９
５
１
４
０

７
２
２

４
１

５
２
１

６
４

１
２

８
０
０

１
８
５

５
５
０

●
●

●
●
●

●
●
●

７
４
６
７
４
２
６
６
２
６
６
５
１
７
２

５
４
９

４
１

５
２
１

５
７

１
５

１

６９．５

1.5

165

597

３．６

４２

１７．６

６．９

４８

３２

１４

６

０．９２

５７

４０

Ｌ・

Ｍｏｎ．

(×10/ｍｍ３）Ｗ・（×10/ｍｍａ）

好酸球数絶対値（/ｍｍ３）

＊好酸球（96）

P、ＣＶ．（96）

Ｈｂ．（g/dl）

Ｓ．Ｐ．（96）

Ａ１．（96）

Gｌｌｉ（ｍ
Ａ/Ｇ

ＧＯＴ

ＧＰＴ

高田反応

グロス反応

ルーゴル試験

体重（kg）

９
５
５
０
４

●
●

６
３
４
０
２
０
０
２

３
３
２
１
７
４5８

２５

1８1０．５ 2３

子虫接種前５日間プレドニゾロン２０ｍｇ筋注

Ｂ：好塩基球Ｅ､：好酸球Ｎ､：好中球Ｌ：リンパ球Ｍon.：単球Ｐ・ＣＶ.：未血球容積

Ｈｂ.：血色素量Ｗ､：白血球数Ｓ．Ｐ．：血清総蛋白量ＧＯＴ，ＧＰＴ.：Ｋａｒｍｅｎ単位

＊好酸球絶対値/白血球数Ａ１.：アルブミンＧ１：グロブリン

(％）
1０， プレドニゾロン処置 (％）

３０

`「 ン処置

上ＩＦヨ

2０

－５０７１４２１２８（日）

第８図好中球の推移

の方が高かった．

これらのことは豚肺虫寄生の前提として，胃液または

腸液の作用の不要なこと，および創傷感染成立の可能性

を示唆するものと考えられる．

また，生理食塩水処理子虫液にはミミズの体組織が多

－５０７１４２１２８３１（日）

第７図好酸球の推移

の感染率をみた．その内訳は生理食塩水処理子虫感染例

では40.3～59.2％，ペプシン液処理子虫感染例では９．６

～12.6％で前者の方が高い感染率を示した．また，プレ

ドニゾロン前処置例では12.6～59.2％，無処置例では

9.6～50.1％とプレドニゾロンで前処置した豚の感染率

（２７）



234

第２１表虫体の計測値雄虫（感染後31日目の虫体）

皮下感染

無処置Ｐ処置

1６．７０１７．４６

(14.3-187）（168-186）
２２２２２１

（218-225）（195-240）
４６２４６５

（450-495）（450-480）
８１．０８０．５

（75-825）（75-825）
３１２３１２

（300-315）（300-345）
４２９０４２９０

(4050-4500）（4200-4425）

１７．７２１７．８４

(16.9-186）（16.9-18.6）
２１８２２５

（210-233）（218-240）
４８０４７７

（450-510）（450-480）
８３．５８１．０

(82.5-90）（75-82.5）
３２４３１８

（315-330）（300-330）
４４５５４５００

(4200-4725）（4275-4950）

経

無処

感染

Ｐ処置

１９．１６

（17.2-20.2）
２２７

（210-248）
４８０

（435-510）
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量に混入していて，子虫数算定が不正確に陥りやすい

が，ペプシン処理子虫液には組織の混入が少<，子虫数

の算定が容易であって，人工感染の接種材料の調整に際

して子虫数の算定がより正確に実施されよう．さらに皮

下感染を併用することにより，経口感染より容易かつ確

実な感染の成立が期待されよう．

正常豚の血液所見についてはＫｉｎｇ＆Wilson(1910)，

Senftleben(1919)，Craft＆Moe(1932)，Orifei(1950)，

GardineretaZ．（1953)，Ｌｕｋｅ（1953)，ＳｍｉｔｈｅＺａＬ

(1956）およびDukes（1955）など多くの報告がある．

これらによれば白血球数5,500～27,000/ｍｍ２，血色素量

8.2～169/dl,赤血球容積32～50％であり，また，白血球

の百分率は好塩基球0.8％，好酸球3.3％，好中球30％，

リンパ球62.6％および単球3.4％であって，今回もちい

た試験豚はいずれも正常豚に近似した血液所見を呈して

いたといえる．

豚肺虫感染後の血液変化についてはPorter（1937)，

Ｄｕｎｎ＆White（1954,1957)，Ｄｕｎｎ（1956)，Mac

kenzie(1959）および玉崎(1962）の報告がある．すなわ

ちPorterはモルモットに子虫を感染後40％を上まわる

著明な好塩基球増多症を認めたと報告し，また，Dunn，

Mackenzieおよび玉崎は子虫感染後10～20日目好酸球

が増加し，それ以後減少すると報告しているが本実験に

おいてもこれらの所見とほぼ一致した．

馬および牛などの家畜の血清トランスアミナーゼ活性

値についてはＣａｂａｕｄｅｒａＺ．（1956)，Wroblewskier

aZ．（1957)，CorneliusetaZ．（1959）およびThorpe

(1965)の報告があるが，豚についてはCorneliusaq/・

のそれが見られるにすぎない．彼らは正常豚のＧＯＴは

31.0±14.1,ＧＰＴは27.3±７．８Ｋａｒｍｅｎ単位であった

と報告している．今回の試験における子虫感染前の豚の

ＧＯＴは42～109.5(平均556)，ＧＰＴは27～48.5（平均

35.5Ｋａｒｍｅｎ単位でCorneliusらの値よりも高かっ

た．高田反応，グロス反応およびルゴール試験はいずれ

も陰性であった．子虫感染後はＧＯＴ，ＧＰＴともやや

増加する傾向が認められ，また，グロス反応が疑陽性に

変化したものも２頭認められたが，高田反応およびルゴ

ール試験においては変化がみられなかった．

正常豚における血清総蛋白量はJewett（1916)，田中

ら（1959）および友田（1962）によると6.6～8.4％（平

均7.2％）で，本実験の成績5.7～8.4％（平均6.7％）は

これらに比較してやや低くかつた．

（２８）
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第２２表虫体の計測値雌虫（感染後３１日目の虫体）

皮下感染

無処置Ｐ処置
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(1963）の減少するとの報告とは相反し,Gleasonctq/、

(1953)，ＬｅｌａｎｄｅｒａＺ．（1955)，Kutteler＆Ｍａｒｂｌｅ

(1960）および多田（1967）の20～30日で著明に増加す

るとの報告と一致した．

寄生虫の宿主体内における感染率および発育状況が副

腎皮質ホルモンによってどのような変化を受けるかにつ

いてStoner＆Goldｗｉｎ（1953）はマウスに対するコー

チゾン処置後ＴγicAi"e"α幼ﾉﾊＪＪ/ｓ感染に対する感受性

の高まることを報告した．また，Coker（1956）は0.25

～2.0ｍｇのコーチゾンで前処置したマウスにTricA/‐

Ｍｍｓｐ/Ｍ/ｓを感染させたところ，感受`性の増大，リ

ンパ球および好酸球の減少が起り，また，コーチゾンの

増加とともにその程度が増加すると報告している.Mar‐

kell＆Lewis（1957）はＴﾉﾌﾞcﾊﾉ"eノル幼/ﾉｰαﾉﾉｓで同様

な結果を認めたと報告している．

Weinstein（1953,1955）およびOgilvie（1965）は

ダイコクネズミにMpposZ'わ"gy血Ｓ６′･ａｓ/此"Sｉｓを感染

させ，コーチゾンおよびプレドニゾロン処置の影響につ

いて観察を行ない，虫体数の増加および獲得免疫の抑制

が認められたと報告している．Ｓｅｎら(1965)はマウスを

コーチゾンで処置した場合Ａ"QyZos/o"!αｃα"/"(`"’に

血清蛋白分画に関する電気泳動的研究には，これまで

Tiselius法,濾紙法あるいは澱粉法による田中ら(1959)，

Danilevski（1960)，Rutqvist（1958)，友田（1962）お

よびDeven（1963）の報告がある．彼らによると正常

豚における血清蛋白分画値はアルブミンが41.6～46％

(平均44％)，αグロブリンが19～21.7％（平均20％)，

jラーグロブリンが13～17.1％（平均148％）また，７－グロ

ブリンが19.5～2３（平均20.7％）とされている．分離の

よいセルローズ・アセテート膜を用いた電気泳動法によ

る今回の実験におけるアルブミンおよびα-グロブリン

値はかなり低い値を示した．

寄生虫感染が血清蛋白分画におよぼす影響については

Gleason＆Friedberg(1953),LelandeZaJ.(1955,1959)，

Kutteler＆Marble(1960)，Ｄeven（1963）および多田

(1967）などの牛,羊およびラットに対するＴγ/ｃｈ〃/ｍ

Ｗﾉｰα/is，Ｍ〃Cs〃o'zgy“s6rasiZie"sｉｓ，Ｔ７ｉｃ/iosZγoル

gy血Ｓα豐狐，HZe"ZO"CAzzSおよびＲZγαgo"i7""Ｓ〃Zzyα‐

零αただの実験感染による影響を観察した報告がある．彼

らによると，アルブミンの著明な低下はすべてに認めら

れており，この点著者の豚肺虫の結果と一致した．また，

７－グロブリンについては，Leland(1959）およびDeven

（２９）
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ロン処置によってＧＯＴおよびＧＰＴに変化はみられ

ないが，子虫感染後ＧＯＴはプレドニゾロン処置のもの

では増加した．ＧＰＴは対照群の方がプレドニゾロン処

置群より高かった．

虫体の発育についても多田の報告と同様，豚肺虫にお

いてもプレドニゾロンで前処置した豚より得た虫体の方．

が無処置例のそれより促進される傾向が認められた．

臨床症状はＤｕｎｎ（1956)，Mackenzie（1958）および

玉崎（1962）などの報告にもみられるように，感染豚で

は咳嗽が必発症状であった．また，重症感染例で軽い呼

吸困難を認めたが，食欲，元気などには変化はみられな

かった．これら症状の発現は子虫感染後15日目から剖検

時に到るまで認められた．

病理解剖所見についてはLewis(1926)，石黒（1941)，

Ｄｕｎｎ（1955)，Whitt]estone（1957)，Mackenzie(ｌ９５８

ａｏｒｂ)，Ｅｗｉｎｇ＆Ｔｏｄｄ（1961）およびDimitrova

(1962）などの報告とほぼ一致した．

１Ｖ・小括

生理食塩水およびペプシンで処理した豚肺虫感染子虫

を，プレドニゾロン前処置豚および無処置豚に対して経

口および皮下感染によって感染させた．感染後剖検まで

経時的に採血し，血液諸｣性状の検査，皮下感染による感

染の成否の検討ならびに検出虫体の形態学的観察を行な

い，次のような結果を得た．

１．虫卵検査の結果，経口および皮下感染例とも26日

目以後糞便中に虫卵を検出した．

２．経口感染例はいうまでもなく，皮下感染例におい

ても多数の虫体を検出し，皮下感染によって感染の成立

することが明らかにされた．

３．豚における豚肺虫の感染率は無処置例よりプレド

ニゾロン処置例の方が高い傾向が認められた．

４．赤血球容積および血色素量は豚肺虫感染によって

箸るしい変動を示さなかった．

５．好酸球の百分率は豚肺虫感染後ゆるやかに増加

し，また，２１日目以後はむしろ減少する傾向を示した．

好中球の百分率は好酸球のそれと平行し，リンパ球の百

分率は逆の傾向を示した．

６．血清ＧＯＴ，ＧＰＴは感染後わずかに増加したが，

高田反応，グロス反応およびルゴールテストにおいて箸

るしい変動はみられなかった．

７．血清総蛋白量は豚肺虫感染後増加する傾向を示し

た．

８．血清蛋白分画については，豚肺虫感染によるアル

皮下感染

豚由来

ペプシン生理食塩水

処理子虫処理子山

経口感染

モルモット由来豚由来

、、

２０

lIIl'''''111
１０

雌 虫4０

3０

2０

１０

〃

［二]無処置 歴]ブレトニゾロン処ihl

第９図無処置およびプレドニゾロン処置動物

より得た虫体の体長の比較

対する感受性が高まった．また，多田（1967）は50ｍｇ／

kｇのコーチゾンで処置したダイコクネズミにＲＩ７－ａ－

ｇｏ"z"Jz岱江℃srel7mI'１ノおよびＰ.’"/iyα之ａＡｊｊを感染さ

した場合Ｐ､Ｍｙａ電αA〃ではほとんど変化を認めなかっ

たが，Ｐ・江'esZcﾉﾌﾞ"α"/ｉでは感染率の増加およびアルブ

ミン量の有意な減少，グロブリン諸分画の相対的増加な

らびにＡ/Ｇ比の著明な低下を認めた．さらに，これか

ら得られた虫体は対照群からのものと比較して発育がよ

く計測上有意な差があり，コーチゾンの影響が認められ

たと報告している．

今回の成績のうち感染率については従来の報告と一致

した．また，アルブミンの減少およびＡ/Ｇ比の低下に

ついて多田はコーチゾン処置の有無によって，両者の問

に有意な差を認めたと報告したが，今回の実験では著明

な差は認められなかった．しかし７－グロブリンの増加

率は対照群に比べ箸るし<抑制された．著明なアルブミ

ン減少から肝障害があるのではないかという考えで血清

ＧＯＴ，ＧＰＴについて検討を試みたところ，プレドニゾ

（３０）
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変化は認められなかった．

８．人工感染豚の血液検査において，好酸球の百分率

は感染子虫感染後ゆるやかに増加し，２１日目以後はむし

ろ減少する傾向がみられた．好中球の百分率は好酸球の

それと平行したのに反し，リンパ球のそれでは逆の傾向

がみられた．また，赤血球容積および血色素量にはほと

んど変化を認めなかった．

９．豚肺虫を人工感染させた豚の血清ＧＯＴおよび

ＧＰＴは子虫感染後わずかに上昇した．また，高田反応，

グロス反応およびルゴールテストはほとんど変化を示さ

なかった．

１０．豚肺虫感染豚の血清蛋白分画への変化について

電気泳動法によって討検した結果，アルブミン分画は子

虫感染によって著明な減少を示した．これに反し，７－グ

ロブリン分画は21日目以後急激に増加した．また，プレ

ドニゾロン前処置例では無処置例にくらべ７－グロブリ

ン分画の増加がすぐなかった．

稿を終わるに臨み，終始御指導と御校閲を賜わった野

田亮二教授を初め，種々御教示にあずかった橋爪敬三郎

名誉教授，ならびに一色於菟四郎名誉教授に深甚の謝意

を表わします．また，材料採取に当り，終始御便宜を賜

わった堺市立と畜場，船津昌技師初め検査員諸氏，また

絶えず援助していただいた野田周作助教授，堀江牧夫助

手および教室員諸氏に深く感謝の意を表わします．

ブミンの著明な減少と，７－グロブリンの増加を認めた．

また，プレドニゾロン前処置はアルブミンの増加および

7-グロブリンの減少を招くと同時に，肺虫感染後の７－グ

ロブリンの増加を阻害した．

９．プレドニゾロンで前処置した豚より得た虫体は，

無処置例のそれより大きい傾向がみられたが，形態学的

な差異は認められなかった．

’0．臨床症状としては咳嗽が主徴で，少数例では呼

吸困難をともない，咳嗽の発現は感染後'5日目から認め

られた．

第７章結論

豚肺虫の感染要約について，その中間宿主であるミミ

ズ，異宿主であるマウスおよびモルモット，また終宿主

である豚を用いて実験を行ない，次のような結論を得

た．

1．ミミズ体内の豚肺虫子虫の感染程度は気温に影響

され，夏期に高い感染がみられたが，１２～３月に含子虫

卵の感染を試みたミミズ体内には感染子虫は検出されな

かった．

２．マウスにミミズ体内感染子虫の経口感染を試みた

結果マウスにおいても感染は成立したが，’5日後肺より

検出された虫体は被包内のそれと同様な発育状態に止ま

り，輪状であった．

３．感染子虫を感染したプレドニゾロン前処置マウス

の検出虫体数は無処置例のそれよりも多く，またその体

内移行速度も速い傾向がみられた．

４．モルモットに対してはミミズ体内感染子虫の感染

力に季節的変化が見られ，気温に大きく左右されるもの

と考えられる．すなわち，夏期には感染力は強いが，気

温の低下とともに低下し，１２～３月の問にはまったく消

失した．また，越年した感染子虫の感染力は越年しない

ものに比べて低下する傾向を示した．

５．モルモットおよび豚に対する感染子虫の頚部皮下

への接種によっても肺臓に多数の虫体を検出し感染の成

立することを認めた．このことは，直接感染ミミズの捕

食による感染のほかに遊離感染子虫による創傷感染の成

立する可能性を示唆する．

６．プレドニゾロンで前処置した豚およびモルモット

に感染子虫を感染させたときの感染率は，無処置例のそ

れよりも非常に高く，両者の問に有意な差がみられた.

７．プレドニゾロンで前処置した豚およびモルモット

に感染子虫を感染させ，剖検によって得た虫体は，無処

置例のそれより大きい傾向がみられたが，各部の形状の
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Abstract

EXPERIMENTAL STUDIES ON THE INFECTION OF SOME HOSTS

WITH THE SWINE LUNGWORM, METASTRONGYLUS APRI

(GMELIN, 1790) VOSTOKOV, 1905

Masayuki NOMURA

{Department of Veterinary Medicine, College of Agriculture,

University of Osaka Prefecture, Osaka, Japan)

Experimental works were undertaken to study the infections of the intermediate hosts,

-earthworms, the experimental hosts, mice and guinea pigs, and the definitive hosts, swine, with

the swine lungworm, Metastrongylus apri, and the following results were obtanied.

1. The infections of earthworms with the lungworm larvae were influenced markedly by

the environmental temperatures, i. e. the infections occurred in high rates in summer, but no in

fections during the periods from November to March.

2. Although the infection occurred in mice orally given the infective larvae, the larvae

did not show any growth.

3. The infective larvae showed the seasonal variations in the infectivity to guinea pigs,

the infectivity paralleling with the environmental temperature, and the larvae which had over

wintered showed inferior infectivity.

4. It was shown that the subcutaneous inoculations of the infective larvae to guinea pigs

and swine resulted in the establishment of the infections in both hosts, and in yields of many

lungworms as confirmed by the postmortem examination on the 15th and 31st day of infection,

respectively. This is the first report on the successful infection with the lungworm by this route

of inoculation.

5. The swine treated with prednisolone prior to the inoculation of the infective larvae

showed higher rates of infection, and also showed more advanced growth of the worms than in

the swine receiving no previous treatments. Similar results were obtained with the abnormal

hosts or mice, in which the larvae tended to migrate more rapidly as well.

6. In the analysis of the leucocytes in the blood from swine inoculated with the infective

larvae, it was demonstrated that the eosinophils increased gradually up to the 21 st day of infec

tion, then tending to decrease, and that the neurtrophils had similar patterns but the lymphocyt

es showed the inverse patterns to the above two patterns. Little changes were found in the

packed cell volumes and hemoglobin levels.

7. In the swine receiving the infective larvae, the serum transaminases (GOT. and GPT)

rose slightly, but the Takata's reaction, the Gross' serum reaction and the Lugol's reaction show

ed no changes.

( 37 )
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8. Electrophoretic studies on the serum proteins revealed that the albumin fractions de

creased markedly after the inoculation of the infective larvae, and that the ^-globulin fractions

increased rapidly on the 21st day of infections or later. In addition, the ^-globulin fractions

increased more slowly in the swine treated previously with prednisolone than in those receiving

no previous treatments.

(38)




